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要旨 
 

本研究は，中学校短距離⾛授業において，⽣徒の「感じ」を起点として「気づき」を形成し，それが
⾛動作の改善へ接続する「感覚的理解」が，技能形成（動作得点の向上）とどのように関連するのかを
明らかにすることを⽬的とした。対象は，熊本市⽴ A 中学校の 1 年⽣ 167 名であり，1 時間⽬（pre）
から 7 時間⽬（post）までの単元を実施した。授業設計は「⽐較・共有・⾔語化」を核とし，2 時間⽬
にはクラウチングスタートの構えの⽐較，3 時間⽬には⼤きいスキップとテンポの速いスキップの⽐
較，4 時間⽬には 5 歩スタートおよび⼿本映像との⽐較，5 時間⽬には振り下ろしに焦点化した活動，6
時間⽬には局⾯（最初・加速・維持）に沿った回収と統合を配置した。技能形成は，疾⾛動作を 8 観点
で評価する観察的動作評価法に基づき動作得点を算出し，pre と post での変化を検討した。さらに，ワ
ークシート⾃由記述を対象に，動作得点の伸び（post−pre）の⼤⼩で上位群・下位群（各 37 名）を設
定し，特徴語の推移と共起ネットワーク（Jaccard 係数）を⽤いて⾔語化内容の変化を分析した。加え
て，動作得点の伸び上位群かつ post の 50m⾛タイムが上位層に属し，1〜7 時間⽬の記述が揃う 3 名を
抽出児として取り上げ，単元を通した記述の推移を整理した。 

結果として，男⼦・⼥⼦・全体のいずれにおいても，「接地の部位」を除く 7 観点で有意な向上が認
められ，⾛動作の技能形成が確認された。⼀⽅，テキスト分析では，上位群の共起ネットワークにおい
て「⾜」を中⼼に「上げる」「前」「速い」「⾼い」等が結びつき，さらに「腕／⼿」と「振る」「⼤き
い」等がまとまるなど，⾝体部位と操作を結びつけた記述が確認された。特徴語の推移では，単元初期
に多かった「遅い」「頑張る」といった結果や⾃⼰評価に近い全体的な「感じ」から，単元終盤には
「最初」「最後」などの局⾯に関する語と，「⽖先」「腕」「蹴る」等の操作に関する語へと焦点が移る傾
向が⾒られた。また 5 時間⽬以降には，「⾳（⾜⾳／接地⾳）」「下ろす」「出す」等の⾝体感覚に関する
語が現れ，⾝体活動を⼿がかりに接地の強さやタイミングを捉え直す「気づき」を⽀える記述として位
置づいた。下位群でも局⾯に関する語・操作に関する語への移⾏は⾒られたものの，単元終盤において
も「タイム」「遅い」等の結果に関する語・評価に関する語が上位に残りやすく，「気づき」の具体化が
相対的に弱い傾向が確認された。抽出児の記述は，前半では「尻」「腰」「⽬線」「⾜幅」等，⾝体部位
や⾝体配置に関する語が中⼼であり，その後，テンポや回転などの動作調整に関わる語，さらに局⾯に
関する語・操作に関する語へと段階的に移⾏した。加えて「意識」という語は単元を通して継続して現
れたが，「⽖先」「腕」「回転」「下ろす」等の具体語と結びつきやすく，注意の向け先が具体化していく
様相が確認された。 
以上より，本実践では，「感じ→気づき→感覚的理解」という⾔語化の変容と動作得点の上⽅移動が

対応する可能性が⽰唆される。特に，「⽐較」により差異としての感じが⽣まれ，「共有」と「⾔語化」
によって局⾯・操作・⾝体部位／⾝体感覚へ注意が向け直されることで，気づきが焦点化し，⾛動作の
改善へ接続していく過程が可視化されたと考えられる。⼀⽅で，下位群では結果に関わる語・評価を表
す語が併存しやすいことから，⾔語化の焦点を⽀える⾜場かけ（記述欄設計や問い返しの定型化等）の
検討が今後の課題である。 
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第 1 章 緒⾔ 
⽤語の整理 
本研究では，運動者に⼊⼒される情報としての感覚（以下，「感じ」），その中から学習者が注意を向け
て捉えた知覚（以下，「気づき」），そして「気づき」を⼿がかりに「なぜそうなるのか」「どのようなと
きにうまくいくのか」を理解し判断する過程としての認知（以下，「感覚的理解」）を区別して⽤いる。
以後，本論⽂ではこれらを「感じ」「気づき」「感覚的理解」の表現で統⼀する。 
 
１.1 研究の背景 
近年の学校体育では, 運動技能の向上に加えて, 学習者が⾃⼰の課題に気づき, ⼯夫しながら改善して

いく主体的な学びが求められている。中学校保健体育における短距離⾛でも, 「スタート・加速疾⾛・
中間疾⾛」といった各局⾯に応じた技能の習得とともに, ⾃⼰の記録や動きの変化をもとに学習を振り
返り, 記録向上に向けて取り組む態度の育成が重視されている。 

しかし，短距離⾛に関わる技術は「ピッチ」「接地の部位」「接地の短さ」「脚の振り出し・振り下ろ
し」「地⾯からの反発の受け⽅」など，外から観察して分かるものだけでなく，運動している⽣徒の内
部に⽣じる「感じ」を⼿がかりに動きが変わっていくところも⼤きい。そのため，教員の説明やモデリ
ング中⼼の学習だけでは，⽣徒が動作の意味やコツを実感として捉えにくく，動作改善の⼿がかりを得
にくい場合がある。 

短距離⾛の学習では，技能を「できた／できない」「速い／遅い」で捉えるだけでなく，⾛っている
本⼈が抱く「感じ」を⼿がかりに「なぜそうなるのか」「どのようなときにうまくいくのか」を理解す
ること，すなわち「感覚的理解」が重要である。しかし実際の授業では，この感覚的理解が⼗分に育た
ず，技能の理解や改善と結びつきにくいという課題がある。 

 
1 .2 中学校における短距離⾛の授業での課題 

中学校における陸上競技の授業では，⽣徒の学習成果を「タイム」という数値で把握しやすく評価も
⾏いやすいという利点がある⼀⽅で，その性質ゆえに授業が記録測定中⼼へと傾きやすいという課題が
ある。授業場⾯では，測定結果「速い／遅い」「伸びた／伸びない」によって成果が⽰されるため，学
習の焦点が数値に集まりやすく，⾛動作のどの部分が変化したのか，あるいはその変化を⽣んだ「感
じ」や「気づき」は何であったのかといった，「感覚的理解」に関わる学習過程が成⽴しにくい。結果
として，⽣徒が動作改善の⼿がかりを得られないまま反復練習に取り組み，学習が「なんとなく⾛る」
状態に留まることが懸念される。 

また，短距離⾛の授業では，技能向上を意図して補助運動やドリルを取り⼊れることがあるが，ドリ
ルのような練習の連続で授業を進⾏すると，⽣徒は「⾔われた通りにやる」ことに意識が向きやすく，
⾃⼰の動きを観察し⽐較する中で修正していくような主体的な学習が不⾜しやすい。特に，スタート後
の⼀次加速で求められるピッチの⾼まりや脚の⼊れ替えの速さ，接地の短さ，脚の振り出し・振り下ろ
しといった要素は，外から観察するだけでは捉えにくく，運動者⾃⾝の「感じ」を⼿がかりに調整する
必要がある。そのため，活動が「感じ」を確かめたり「気づき」を得たりする学習過程へ向けられてい
ない場合，ドリル等の反復練習が⾛りの改善へつながりにくく，⽣徒⾃⾝の技能形成の実感が得られに
くい。 
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さらに，中学校段階では発達差や技能差が⼤きく，⽣徒の運動経験も多様である。結果（タイム）の
⽐較が強調されると，技能の⾼い⽣徒は達成感を得やすい⼀⽅，技能に課題を抱える⽣徒は「速さ」と
いう結果で⾃⼰評価が固定化されやすく，試⾏錯誤や改善への意欲が低下する可能性がある。このとき
重要となるのは，結果の差を埋めるための⼿がかりとして，本⼈の「感じ」や「気づき」を育てること
である。しかし実態として，⽣徒には「何となく⾛る」「ただひたすら⾛る」姿が多く⾒られ，体育の
学習の中で⾃⼰の課題を⾔語化する経験が少ないことが課題として挙げられている。したがって，⽣徒
は⾃分の⾛りを振り返る際に「速かった／遅かった」といった結果の表現に留まりやすく，「気づき」
が⾛動作のどの部分の変化によって⽣じたのかを結び付けて説明することが難しい。 
以上より，中学校短距離⾛授業の課題は，記録測定中⼼の構造，ドリル中⼼になりやすい授業展開，

⽣徒の⾔語化経験の不⾜といった要因が重なり，「感じ」や「気づき」が授業内で⼗分に扱われず，「感
覚的理解」を通して技能形成へ接続しにくい点にあると考えられる。そのため短距離⾛の授業では，①
結果ではなく動きの変化に注⽬させる視点，②⾃⼰・他者の動きの前後⽐較を通して「違い」に気づか
せる仕掛け，③その気づきを⾔語化し次の動作に⽣かす学習過程を，単元を通して意図的に設計する必
要がある。  
 
1.3  本研究の⽬的 
前節で述べたように，陸上競技の授業では，記録測定中⼼の学習構造やドリル中⼼の授業展開，運動

の⾔語化経験の不⾜があり，⾛動作に関する「感覚的理解」は授業内で⼗分に扱われず，技能形成へ接
続しにくい課題がある。したがって，⽣徒が「なんとなく⾛る」状態から，動きの変化を根拠に⾃⼰の
課題を捉え，改善へ向かう学習過程を成⽴させるために，運動者の内部に⽣じる「感じ」を授業の中で
引き出し，学習者の「気づき」として捉え直し，⾔語化して次の試⾏へ⽣かす⼿⽴てを単元に組み込む
必要がある。 

本研究では，短距離⾛における「感覚的理解」を深め，技能形成を図る授業実践を構築し，その学習
過程と成果を検討することを⽬的とする。具体的には，スタート後の⼀次加速局⾯においてピッチを⾼
め疾⾛速度を向上させることを中⼼課題とし，①⾃⼰・他者および前後⽐較（動画等を含む）によって
動きの違いに気づく活動，②その気づきをワークシート等により⾔語化し，感じと動作の関係を確かめ
ながら感覚的理解へつなげる活動，③ペアやグループでの共有・協働を通して気づきを深める活動，こ
れらの 3 点を授業の中⼼活動として設計・実施する。 
なお，本研究に先⽴ち，7 ⽉に同校の中学 2 年⽣を対象として短距離⾛単元の授業実践を⾏い，気づ

きの⾔語化の実態や，技能形成へ接続する上での課題を整理した。これらの⽰唆を踏まえて，10 ⽉に中
学 1 年⽣を対象とした授業実践（実践②）を構成し，本論⽂ではこの実践②を分析の対象とした。具体
的には，①疾⾛動作の動作評価，②⽣徒が記述したワークシートのテキスト分析，③形成的授業評価の
三点から，感覚的理解（気づき・⾔語化）の深まりと技能形成との関連を検討した。 
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第２章 研究の⽅法と全体構成 
2.1 本研究における実践研究の位置づけ 

本研究は,中学校短距離⾛授業を対象とした授業実践研究であり, 10 ⽉に中学 1 年⽣を対象として実施
した授業実践（実践②）を主な分析対象とする。研究に先⽴って 7 ⽉に同校の２年⽣で予備的実践（実践
①）を⾏ったが, これは実践②に向けた授業づくりの参考にするための位置づけであり, 本研究では分析
の中⼼を実践②に置く。 

また本研究では, 疾⾛動作の動作評価とワークシート（ロイロノート）記述を⽤いて, ⽣徒の「感覚的
理解」の変容と「技能形成（疾⾛動作の変容）」との関連を検討する。形成的授業評価は, 授業が⽣徒に
とって学習として成り⽴っていたかを確認し, 実践の妥当性を補助的に捉える資料として⽤いる。なお, 
ワークシート（ロイロノート）記述の具体的な内容は 2.2 に, 実践研究の具体的な⽅法は 2.3 に, 分析の
観点および評価⽅法は 2.4 に⽰す。 
  
2.2  ワークシート（ロイロノート）記述の位置づけと内容 
 本研究では, ワークシート（ロイロノート）への記述を, 短距離⾛における「感覚的理解」を授業の中
で引き出し, 技能形成へ接続するための学習⽀援の⼿⽴てとして位置づけるとともに, その学習過程を
把握するための主要な資料として位置づける。短距離⾛で扱う「ピッチ」「接地の短さ」「脚の振り出し・
振り下ろし」「地⾯からの反発の受け⽅」等は, 外から観察できる動きだけでなく, 運動している本⼈の
感覚を⼿がかりに, 動きが変化していくところがある。そのため本実践では, 教員の説明やモデリング中
⼼の学習に留めず, ⽣徒⾃⾝が動きの変化と感覚を結びつけて捉えられるよう, ワークシート記述を授
業内に組み込んだ。 

ワークシートの活⽤は主として, ①⾃⼰・他者および前後⽐較による「違い」への気づき, ②気づきの
⾔語化（記述）の⼆要素から成る。①では, 動画や観察を通して⾃⼰の動作を前後⽐較したり, 必要に応
じて他者の動作と⽐較したりすることで, ⾛動作の「どこが」「どのように」変化したのかを考えさせた。
これにより, 学習の焦点が「速い／遅い」といった数値や結果の⽐較に偏るのではなく, 動きの変化その
ものに向かうように意図した。特に本研究では, スタート後の⼀次加速局⾯においてピッチを⾼め, 疾⾛
速度を向上させることを中⼼課題としているため, ⽐較の観点がこの課題に結びつくよう配慮した。 

②では, ⽐較を通して⽣じた「感じ」や「気づき」を, ⽣徒ができる限り本⼈の⾔葉で記述することを
求めた。このとき, 結果の表現に留まらず, ⾝体の部位に結びついた感覚や, 接地の衝撃の捉え⽅, 擬⾳
を⽤いた表現など, 感覚的理解が具体的に表れる書き⽅を促した。例：「⾜を地⾯にドンっと落とす感じ」
「タンッタタンのリズムで」。このような記述を通して, ⽣徒が動きの変化を実感として捉え, その気づ
きを次の動きに⽣かす⼿がかりを得ることをねらった。 

ロイロノートのシートは, 基本的な構造（⽐較→気づきの記述）は共通としつつ, 毎時間ごとに作成し
た。これは, 単元内で各時間において⽣徒が習得を⽬指す技能が異なるためであり, 各時間の学習課題に
応じて観察・⽐較の観点や記述の焦点が適切に定まるようにすることを意図した。本単元は全 7 時間で
構成し, 1 時間⽬および 7 時間⽬はタイム測定を⾏う回であるため, 「感覚的理解」の形成を中⼼に据え
た学習活動は主に 2〜5 時間⽬に位置づけた。なお, 6 時間⽬は中間疾⾛局⾯に関わる「地⾯からの反発
を受ける動き」を扱う授業であり, この回のみ屋外で実施したことから, 7 時間⽬の測定に向けてスター
ト・加速・中間疾⾛の各局⾯における感覚を整理して書き出すワークシートを作成した。これは, 学習し
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た感覚を局⾯全体の⾒通しの中に位置づけ直し, 次時の測定に向けた準備として整理できるようにする
ことをねらった。 
以上のように, 本研究におけるワークシート記述は, 「⽐較→気づきの⾔語化」という学習過程を成

⽴させ, 感覚的理解を可視化する役割を担う。本研究では, この記述テキストを「感覚的理解」の深まり
を捉える資料として扱い, テキスト分析の具体的な⽅法は 2.4.3 に⽰す。 
 
2.3 実践研究の⽅法 

分析対象は 10 ⽉に中学 1 年⽣を対象として実施した授業実践（実践②）であり, 単元の学習過程およ
び成果を, 授業内で集めた複数の資料に基づいて検討する。授業実践は学校の教育課程に位置づく通常の
授業として実施し, 授業内に⾃⼰・他者および前後⽐較を⾏う活動と, 気づきを⾔語化する活動を組み込
むことで, 感覚的理解と技能形成の関連を捉えられるように設計した。具体的な資料の収集⽅法および分
析の観点・評価⽅法は 2.4 に⽰す。 
 
2.3.1 対象及び期間  
 対象は熊本市⽴ S中学校, 中学 1 年⽣ 5 学級（計 167 名）である。実施期間は 2025 年 10 ⽉ 7⽇から
11 ⽉ 7⽇までであり, 保健体育の授業時間に短距離⾛単元（全 7 時間）を実施した。1 時間⽬および 7 時
間⽬は 50m ⾛のタイム測定を⾏い, 感覚的理解の形成を中⼼に据えた学習活動は主として 2〜6 時間⽬
に位置づけた。授業実施場所は体育館を基本とし, 2〜5 時間⽬は体育館で実施した。6 時間⽬は中間疾⾛
局⾯に関わる学習活動を⾏うため運動場で実施した。 
 
2.3.2 実践⽅針 

実践②の⽅針は, 短距離⾛の学習を結果（タイム）中⼼にせず, 動きの変化に注⽬しながら, ⽣徒が⾃
⼰の課題に気づき, 改善へ向かう学習過程を成⽴させることに置いた。特に, スタート後の⼀次加速局⾯
においてピッチを⾼め, 疾⾛速度を向上させることを中⼼課題として, ⾃⼰・他者および前後⽐較によっ
て動きの違いに気づかせる活動と, その気づきを本⼈の⾔葉で記述する活動（ロイロノート）を単元全体
を通して取り⼊れた。また, ペアやグループでの観察・共有を⾏い, 気づきの焦点化や表現の深まりを促
すようにした。6 時間⽬には, 運動場での学習活動で得た感覚を踏まえ, 7 時間⽬の測定に向けてスター
ト・加速・中間疾⾛の各局⾯の感覚を整理する機会を設け, 学習した内容を局⾯全体の⾒通しの中で捉え
直せるようにした。 
 
2.4 分析の観点と評価⽅法 

本研究では, 実践②における学習過程と成果を多⾯的に捉えるために, ①疾⾛動作の動作評価, ②形成
的授業評価, ③ワークシート（ロイロノート）記述のテキスト分析の三点を⽤いた。①および③を主な分
析対象とし, ②は授業が⽣徒にとって学習として成り⽴っていたかを確認し, 授業実践の妥当性を補助
的に捉える資料として扱った。以下に, それぞれの分析の観点と評価⽅法を⽰す。 
 
2.4.1 疾⾛動作の動作評価 
疾⾛動作の動作評価は, 1 時間⽬および 7 時間⽬に実施した 50m⾛の映像資料を⽤いて⾏った。1 時間
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⽬の⾛動作を pre, 7 時間⽬の⾛動作を post として前後⽐較を⾏い, 同⼀⽣徒の pre-post の⾛動作を対応
させ動きの変化を確認した。 

評価観点表は, 鈴⽊ら（2016）の先⾏研究に⽰された短距離⾛の動作評価の枠組みを参考に作成し, 本
単元で中⼼課題としたスタート後の加速局⾯におけるピッチの⾼まりに関わる動作が捉えられるように
整理した。撮影区間は, ⾛りが安定してスピードが⾼まってくる中盤付近とし, 当該区間の前後を含めた
⾛動作を観察対象とした。50m⾛では, ⽣徒によって加速の進み⽅やスピードの上がり⽅に差がある。そ
のため特定の⼀点に限定するのではなく, 疾⾛速度が⾼まってくる局⾯における腕振り・姿勢・遊脚の⼊
れ替え・接地の仕⽅が表れやすい範囲を⾒取ることを意図した。評定は観点表に基づき ABCの 3段階評
価とし, A を 3 点，Bを 2 点，Cを 1 点とした。評価観点は, 腕の使い⽅（肘の引き出し・曲げ伸ばし・
腕振りの⽅向）, 姿勢（背中の状態・体幹の傾き）, 脚の動かし⽅や接地のしかた（遊脚の膝の曲げ・脚
の振り出し／振り戻し・挟み込みのタイミング・接地部位）など, ⾛りの⾒取りに関わる動作を中⼼に設
定した。各動作に関する評価の観点をＡＢＣ別に観点表にまとめ（表１），評定の基準がそろうようにし
た。また, 左右差を伴う動作については左右それぞれを評定し, その平均値を当該観点の得点として数値
化した。得られた得点は観点別に整理し, pre-post の⽐較により, 授業を通した疾⾛動作の変容を把握し
た。 

 
表１  疾⾛動作の観察的動作評価 

 

⾝体部位 評価項⽬ A評価 B評価 C評価

上肢

肘の引き出し 肘が体側より前後に⼤きく
引き出されている

肘が体側よりわずかに前に
引き出されている

肘が体側より前に
引き出されていない

肘の
曲げ伸ばし

スウィング時に肘を曲げたまま
保持している

前⽅もしくは後⽅スウィング時に
肘が伸びる スウィング時に肘を伸ばしたまま

振っている体の前で腕を引っ掛けるように
肘を曲げる

腕振りの⽅向

前後⽅向にまっすぐ腕を
振っている

脇が開き,  ななめ⽅向に
腕を振っている

⼤きく横⽅向に
腕を振っている後⽅スウィングで脇が開くが, 

前⽅スィング時には
脇を閉めている

体幹
背中の湾曲

・
体幹の前傾

顔は正⾯を向いて, 
体幹が軽く前傾している

顔は正⾯を向いているが, 
体幹は直⽴している

または過度に前傾している
背中が丸まっている

顔は下または上を向いているが, 
体幹は軽く前傾している

顔は下または上を向いて, 
体幹は過度の前傾

または直⽴・後傾している

下肢

遊脚膝関節の
屈曲

脚が接地したとき, 
膝が鋭⾓に屈曲し,

踵が臀部と近い

踵が接地した時, 膝が鋭⾓に
屈曲しているが, 踵と臀部には

少し距離がある
脚が接地したとき,
膝が鈍⾓に屈曲し,

踵と臀部が⼤きく離れている脚が接地したとき, 
膝がほぼ直⾓に屈曲している

脚の振り出し
・

脚の振り戻し
脚の振り出しが⼤き伸びが

あり, 振り戻し動作が⾒られる

脚の振り出しは⼤きいが, 
脚の振り戻し動作がほとんど

⾒られない
脚の振り出しが⼩さく,

脚の振り戻し動作が
ほとんど⾒られない脚の振り出しは⼩さいが, 

脚の振り戻し動作が⾒られる

挟み込み動作
のタイミング

⾜底の⼀部が接地してすぐに
遊脚が⽀持脚脚を越す

⾜底の⼀部が接地して遊脚が
⽀持脚を越すまでが遅い

⾜底の⼀部が接地して遊脚が
⽀持脚を越すまでが極端に遅い

接地の部位 拇指球で接地している ⾜裏全体で接地している 踵で接地している
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2.4.2 形成的授業評価 
形成的授業評価は, 授業が⽣徒にとって学習として成り⽴っていたかを確かめ, 授業実践の妥当性を
補助的に捉える⽬的で実施した。調査は質問紙法により⾏い, 単元の各時間の授業終了時に Googleフォ
ームを⽤いて回答を回収した。質問紙は⾼橋⽂夫らの先⾏研究で⽤いられている形成的授業評価票を参
考に, 9 項⽬から構成した。回答は「はい」「どちらでもない」「いいえ」の 3件法で求め, 「はい」＝3 点, 
「どちらでもない」＝2 点, 「いいえ」＝1 点として得点化した。 

分析は, 各項⽬の平均値を算出し, 単元を通した推移を整理した。あわせて, 項⽬を「成果（感動の体
験・技能の伸び・新しい発⾒）」「意欲・関⼼（精⼀杯の運動・楽しさの体験）」「学び⽅（⾃主的学習・め
あてをもった学習）」「協⼒（仲良く学習・協⼒的学習）」の 4つの次元にまとめ, 次元ごとの平均値およ
び総合平均を算出した。これらの結果をもとに, 授業実践の成⽴状況を補助的に検討した。 

 
2.4.3 ワークシート記述のテキスト分析 

ワークシート（ロイロノート）に記述されたテキストは, ⽣徒の「気づき」や「感覚的理解」の表れと
して位置づけ, その特徴と変容を把握するために分析した。本研究では, KH Coder Ver.3.00.Starting 
Edition を⽤い,分析を⾏った。 

分析対象は, ⽣徒がロイロノートに記述した内容のすべてとし, カード 1枚を 1 単位として扱った。記
述の内容については不要な語句等の削除や修正は⾏わず, ⽣徒の表現をそのまま分析対象とした。ただし, 
分析に⽀障が出やすい表記ゆれ（例：「おしり／お尻」「ふともも／太腿」等）については可能な範囲で統
⼀し, 同⼀語として扱えるよう整えた。 

分析では, まず頻出語を抽出し, 単元を通した語の出現傾向を把握した。次に, 共起関係（共起ネット
ワーク等）を⽤いて, ⽣徒がどのような語を結びつけて記述しているかを検討した。なお共起ネットワー
クを作成するにあたって,以下の通りに条件を設定した。 
（１）集計単位は⽂ 
（２）最⼩出現数は１５ 
（３）品詞による語の取捨選択で「動詞B」「否定助動詞」を除く全ての品詞を対象とする。 
（４）表⽰に関して, 上位 30 の語を最⼩スパニングツリーで描画する形で出⼒。 
また時間別で作成した共起ネットワークに関しては, 強い共起関係ほど濃い線になる形で描画した。 

特に本研究では, ⾝体部位（例：⾜・腕・お尻）, 動作（例：振り出す・振り戻す・押す・返す）, 感
覚表現（例：軽い・重い・トン／ドン・タンッ）などの語が, どのように関連づけられて⽤いられている
かに着⽬し, 気づきから感覚的理解へ⾄る記述の特徴を捉えた。さらに, 頻出語や共起関係だけでは読み
取りにくい語については, KWIC（⽂脈確認）を⾏いカード内の記述を⾒直し, 特徴がよく表れている記
述を取り上げて内容を確認した。 
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第３章 実践②：中学校１年生 短距離走の授業実践（10 月） 

3.1 実践②の位置づけ 

本研究では,短距離走授業において生徒の感覚的理解を深め,技能形成へ接続する学習過程を検討する

ため,授業実践①②を構成した。実践②は,2025 年 10 月に中学 1年生を対象として実施した短距離走単元

（全 7時間）で,本研究において中心となる授業実践である。 

実践②に先立ち,2025 年 7 月に同校の中学 2 年生を対象として短距離走単元の実践①を行い,生徒の気

づきや言語化の実態,ならびに感覚的理解を技能形成へ接続する上での課題を整理した。実践②は,この 7

月の実践で得られた示唆を踏まえ,自己・他者および前後比較を通して動きの違いを気づかせ,その気づ

きを言語化し,感覚的理解へつなげる学習過程が成立するように設計した。 

なお,本論文では実践②を分析対象とし,疾走動作の動作評価,ワークシート記述のテキスト分析,形成

的授業評価の三点から,実践②における学習過程と成果を検討する。 

 

3.2 実践②の授業計画と実施方法 

3.2.1 単元計画と授業内容 

実践②の短距離走単元は全 7時間で構成した。1時間目および 7時間目は 50m 走のタイム測定として位

置づけ,学習活動の中心は 2～6時間目に設定した。授業実施場所は体育館を基本とし,2～5時間目は体育

館で実施した。6 時間目は,中間疾走局面に関わる学習活動を行うため運動場で実施した。各時間の主な

学習内容は次の通りである。 

2 時間目は,陸上競技に「スタート・加速疾走・中間疾走」の三つの局面があることを理解させた上で,

スタート局面としてクラウチングスタートの基本の形を押さえ,正しく構えることを目標とした。学習活

動では,手本と自分の構えを見比べ,課題を挙げ,班員から助言を受けながら改善する流れを設定した。   

3 時間目は,スタート局面において「脚を素早く振り出す」ことを中心に据え,腕の振り方を工夫するこ

とで遊脚を素早く前に出す（ピッチを高める）動きにつなげることを目標とした。具体的には,大きいス

キップとテンポの速いスキップをそれぞれ動画で撮影し比較する活動を取り入れ,遊脚の素早い引き出

しがピッチの向上に関係することへ気づかせることを意図した。 

4時間目は,2 時間目で扱ったクラウチングスタートの基本の形と, 3 時間目で扱った「素早い遊脚の引

き出しによるピッチの速い動き」を組み合わせ,素早いスタートを成立させることを目標とした。学習活

動では,①ペアでの動作の確認（メモをもとに教え合い）,②5歩ダッシュ（スタート後のピッチの動きを

意識し動画撮影）,③折り返しリレー（競争場面での適用）という流れを設定した。   

5 時間目は,加速区間における身体の使い方（姿勢・押す感覚・振り下ろす感覚）を体得し,言葉で表現

できるようになることを目標とした。学習活動では,大きいスキップとテンポの速いスキップを扱い,さ

らに「テンポの速いスキップ→大きなスキップ→軽くダッシュ」と段階的に切り替える活動を通して,加

速区間から中間疾走区間への接続を意識させた。   

6 時間目は,ジャンプ動作を通して地面から反発を受ける感じをつかみ,中間疾走の動きに取り入れ

ることを目標とした。学習活動は,マーカーで跳ぶ間隔（幅）をそろえた連続ジャンプを基準として行

ったうえで，ミニハードルを用いて高く跳ぶ連続ジャンプへと発展させ，さらに同じマーカー条件のま

ま前方へ進むことを意識した連続ジャンプ（腕振りや体幹で力の向きを前へ）に取り組ませた。これら

の段階的な条件の違いを見比べることで，反発の得方や力の向きに関わる動きの違いに気づけるように
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した。加えて本時は，7 時間目の測定に向けた練習も兼ね，授業後半に試しの 50m 走を位置づけた。さ

らに，6 時間目のワークシートでは，スタート・加速・中間疾走の各局面で得たポイントや「感じ／気

づき」を整理して記述させ，次時の測定に向けて単元の学びを見通しの中で捉え直せるようにした。以

下に 2〜６時間目の指導案（略案）を示す。 

 

< 2〜６時間目学習指導案（略案）> 

本時の授業計画（２時間目） 

（１）本時の目標 

陸上競技には三つの局面があることを理解し,スタート局面のクラウチングスタートの基本の形を抑えて正しく構えるこ

とができる。 

（２）展開 

過
程 

時
間 

学習活動 
○主な発問・指示 

・予想される子どもの反応 

○教師の支援 

◎評価 

備考 

・ICT 機器等 

導 

入 

10 1, オリエンテーション 

・授業の進め方も 

 

○グループごとにタイム差が出な

いようにグルーピング（スポーツ

テストの記録を元に） 

 

 

○生徒が学習の流れや場の

設定がわかるように明示。 

 

展 

開 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

1, 単元の紹介 

・長距離走（スタンディング

スタート）と短距離走（ク

ラウチングスタート）の違

い 

・3 つの局面があること 

 

 

2, クラウチングスタート 

・手本のスタートの形 

と自分のスタートの 

形を見比べる 

・自分の課題を 2 つ考える 

 

 

 

 

 

 

3, クラウチングスター 

○スタートダッシュに大事なこと

はなんだと思う？ 

・低い 

・早い 

○スタートダッシュの姿勢は「低

い」「高い」のどっちが加速は早そ

う？どっちが低そう？ 

・低い,クラウチングスタート 

 

○自分の「セット」の構えの写真を

撮影しよう 

 

○自分とプロの選手の違うところ

を書き出そう 

○班員と共通している課題に丸を

つけよう 

・お尻が高く上がっている 

・脚の角度 

・足をついている位置が違う 

・肩が前に出ている 

○短距離走全体像（それぞ

れのスピード曲線）を示し,

スタートの大切さに関心を

持たせる。 

○低い姿勢がスタートには

大切なことを図と合わせて

示し,クラウチングスター

トの重要性に気づかせる。 

 

○スタンディングスタート

とクラウチングスタートの

違いを説明する。 

 

○クラウチングスタートで

見るポイントを焦点化す

る。 

◎示したポイントを抑えて

クラウチングスタートを行

えているか 

 

ホワイトボー

ド 

班毎のホワイ

トボード 

タブレット 

マーカー 

自分のクラウチングスタートの形を見つけよう 
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本時の授業計画（３時間目） 

（１）本時の目標 

スタートの局面では脚を素早く振り出すこと,そのためには腕の振り方を工夫することを理解し,遊脚を素早く前に出すこ

とができるようになる。 

（２）展開 

過
程 

時
間 

学習活動 
○主な発問・指示 

予想される子どもの反応 

○教師の支援 

◎評価 

備考 

・ICT 機器等 

導 

入 

 ・整列, 点呼 

・準備運動 

・前時の振り返り 

 

 

 

○クラウチングスタート 

・感覚の共有 

○ピッチとストライドの説明,速

く走るために,スタートの出た

後はピッチが大切であることを

伝える。 

○前回のクラウチングスタ

ートの気づきをフィードバ

ック 

・良かったところを挙げる 

タブレット 

トの自分の課題について 

取り組んでいく 

・グループのメンバーから助

言を受けながら取り組む 

 

 

○スタートの「よーい」の構えの

時,どこに力が入っているか考え

ながらしてみよう 

 

○グループの人は,メンバーが書

いた課題に注目して改善できるよ

うに助言しよう（ex, 少しお尻あ

げて） 

 

○グループのメンバー同士

で,本人が改善したいとこ

ろを教え合うよう,具体的

な見る視点を示す。 

 

○フォームができたら交代

するように指示 

終 

末 

10 

 

４,自分のクラウチングス 

タートのフォームを分 

析する。 

・今回の振り返り 

・次時の確認 

○スタートの時どこに力が入って

いると良いフォームで構えられそ

うだった？特にどこを意識した？ 

 

 

○技能の習得について身体

感覚を自分の言葉で表現さ

せる。 

◎事後アンケートで三局面

について確認 

○スタートから速く動かす

ことにつなげていく 

ロイロノート 

スタートから走りのテンポを高めよう 



 11 

展 

開 

 

 １, スキップ動作を通して,

遊脚の素早い引き出しがピ

ッチの向上につながること

に気づく。 

 

①大きいスキップ 

→動画 

②テンポの速いスキップ 

→動画 

 

 

２. スキップで競いあい,ス

タートダッシュにスキップ

動作をつなげる。 

・立った姿勢からスキップ走 

・3 点スタートの姿勢からス

キップ走 

・スキップ折り返しリレー 

 

○大きいスキップをした時, いつ

ものスキップと何を変えた？ 

・腕を大きく振る 

・脚（膝）を上に突き上げる 

○テンポの速いスキップは大きな

スキップと何を変えたら（工夫し

たら）良さそう？ 

・腕の振る向き 

・膝を出す速さ 

 

○止まった状態からスキップする

時, 1歩目は出しやすかった？ 

→次回への課題 

 

○1 歩目を素早く出すためにはど

うしたらいいかな？ 

・腕を大きく振る 

・少し体を前傾させる 

○大きい動きで「腕振りの

強さ」「膝の振り上げ」に注

目させる。昨年の走り幅跳

びをヒントに考えさせる。 

 

○それぞれのスキップは

手拍子でテンポを変える

ことで,生徒に自然とピッ

チを早くする感覚を掴ま

せる。 

 

○脚を素早く出す向きに

気づかせ,活動時は意識で

きるように声をかける。 

 

○生徒の感覚を書き出せ

るような助言 

 

○三点スタートで次回ク

ラウチングスタート動作

に近づける。 

 

終 

末 

 ・振り返り 

→今日感じたことや工夫し

たこと,ペアからもらったア

ドバイスをワークシートに

記入する。 

○競争する中や3点スタートでは,

練習していた自分の動きができた

か？ 

・競争するとなかなかできなかた 

・動き出しがぎこちなくなる。 

○テンポの速いスキップ

をした時に大きなスキッ

プとくらべてどう変わっ

ていったか考える。 

 

 
 
本時の授業計画（４時間目） 

（１）本時の目標 

 クラウチングスタートの基本の形と素早い遊脚の引き出しによるピッチの早い動きを組み合わせ,素早いスタートをす

ることができる。 

（２）展開 

過
程 

時
間 

学習活動 
○主な発問・指示 

・予想される子どもの反応 

○教師の支援 

◎評価 

備考 

・ICT 機器等 
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導 

入 

10 ・整列, 点呼 

・準備運動 

・１,2 時間目の振り返り 

 

 

 

○クラウチングスタートのポイ

ント 

○ピッチ(脚の回転)を速くする

ポイント 

・腕を細かく速く（肘を曲げ

る） 

・膝を素早く前に出す。 

 

 

○前回の振り返りを活用し

ながら生徒の気づきから引

き出す。 

○実際にウォーミングアッ

プで動く 

 

展 

開 

 

 1, クラウチングスタート

の形の確認 

・1 時間目にメモした内容

を 

ペアで教え合い 

・メモを見ずに自然とその

形 

ができるように練習 

・3歩スタート 

2, 5 歩ダッシュ 

・展開１で行った内容にス

タート後のピッチの動きを

意識させる。（動画撮影） 

3, 折り返しリレー 

・学級約 35 人を 2 チーム

に振り分けたスタートダッ

シュを意識したリレー 

・１人 20mで構えはクラウ

チングスタート。自分の

前の走者が自分の横を通

過するときにスタート 

○1時間目にしたクラウチングス

タートをアドバイス無しででき

るようになる 

○3歩目スタート 

 

○クラウチングスタートの形・素

早い引き出しによるピッチの早

いスタートを競争の中でもでき

るか試してみよう。 

 

○1 時間目に作成したポイ

ントを参考にしながらペ

アで教え合い（欠席してい

た生徒は,班員で共通して

いたポイントを特に注目

して） 

 

○スタートとスキップの

動きをつなぎ合わせる。 

 

○折り返しリレーについ

て,スタートは目視ではな

く,通過と同時にペアが出

した合図の音で出るよう

にする。 

 

終 

末 

 ・振り返り 

→クラウチングスタートの

形がどう変わったか, クラ

ウチングスタートから素早

く脚を前に出せたか 

○競争している中で練習してい

た自分の動きができたか？ 

・競争するとなかなかできなか

た 

・何個かは考えられた 

○自分のクラウチングス

タートが 1 時間目とどう

変わったのか３つの視点

をもとに表現させる。 

 

 

 

 

ピッチの早いクラウチングスタートを身につけよう 
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本時の授業計画（５時間目） 

（１）本時の目標 

加速区間での身体の使い方（姿勢・押す感覚・振り下ろす感覚）を体得し,言葉で表現できるようになる。 

（２）展開 

過
程 

時
間 

学習活動 
○主な発問・指示 

・予想される子どもの反

応 

○教師の支援 

◎評価 

備考 

・ICT 機器等 

導 

入 

5 

 

・整列, 点呼 

・前時の振り返り 

・準備運動 

 

○テンポの良いスキップのポイ

ント,自分の持っていた感覚は何

だった？ 

→脚を速く前に出す 

 腕を細かく振る 

○「速く動く」と「大きく動

く」ってどう違う？ 

 

○前時までの「スタート」

の内容,「ピッチ」を高める

方法について自身のポイン

トを振り返らせる。 

 

展
開 

 

 

10 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

10 

 

1,大きいスキップ  

・上ではなく「前方向に遠

く」に進むことを意識し

たスキップ 

・接地と振り下ろしを意識 

 

2,テンポの速いスキップ→

大きなスキップ→軽くダ

ッシュ 

・加速区間から中間疾走区

間 

への接続 

・動きの切り替えをする時

に 

自分の持っている感覚を生

かす 

3, リレー 

・スキップ動作を実際の走

りにつなげる 

○走るときは足を前から後ろに

振る？それとも後ろから前に出

す？テンポの速いスキップのと

きはどうだった？ 

・後ろから前 

・どっちも大事 

○腿下げの時音はどんな感じ？ 

・タンッタンッ 

・強く地面を叩くイメージ 

 

 

○ドリルでした動きと自分の感

覚を意識して「振り下ろし」のス

キップをしてみよう 

→急に動きを変えるのではなく

徐々に動きを切り替えるよう

に 

○授業で行った「振り出し」「振り

下ろし」の動きを意識して 

○「タイミング」「高さ」「接

地の勢い」など観察観点を

示しておく。 

 

○速くて大きなスキップの

お手本を行う時に注目する

ポイントを示す 

・腕を振る方向は？ 

・足をついた時の音は？ 

・ついた時の足の形は？ 

 

○動きの切り替えがスムー

ズにできるように動きを変

える目印を置き,初めの数

回は手拍子でリズムをと

る。 

○中間疾走を習得するため

に少し長めの距離を走る 

 

終 

末 

5 

 

3,まとめ 

・変化記録シートに記入 

○「脚の振り下ろし」と「ピッ

チ」の関係をまとめる。 

○次回はピッチを維持してスト

ライドを伸ばす方法を知る。 

  

素早い脚の回転を落とさず大きい動きをしよう。 
白いうし 
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本時の授業計画（６時間目） 

（１）本時の目標 

ジャンプを通して地面から反発を受ける感覚を感じ,はずむ感覚を中間疾走の動きに取り入れることができる。 

（２）展開 

過
程 

時
間 

学習活動 
○主な発問・指示 

・予想される子どもの反

応 

○教師の支援 

◎評価 

備考 

・ICT 機器等 

導 

入 

8 

 

・整列, 点呼 

・準備運動 

・前時の振り返り 

・ウォーミングアップ 

 

 

○地面を強く踏んでいる（素早く振

り下ろしている）のにうまく進めな

いのはなぜだろう？ 

・足を振り下ろすタイミングがズレてる 

・力を入れすぎている 

・蹴るのに時間がかかっている 

・地面から反発をもらってない 

 

 

 

○前時の「速く」「強く」の

感覚をもとに課題を考えさ

せる 

 

ホワイトボード 

 

展
開 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

8 

 

 

6 

１, ジャンプを通して走る中

で接地時間を短くすることの

重要性に気づく 

・連続その場ジャンプ 

①膝が曲がったジャンプ 

②膝が曲がらないジャンプ 

・ミニハードル（高さ３種 

類）両足ジャンプ 

動画を撮影して比較 

２, 腕振りの重要性に気づく 

・幅を広げたマーカージャン

プ 

３, ジャンプ動作を走りにつ

なげる 

・ジャンプ→腿上げ→走る 

４,測定に向けた５０m 

○膝が曲がったジャンプと曲がら

ないどちらが高く跳べた？どちら

のジャンプがすぐ離れていた？ 

・すぐ離れるジャンプ 

・すぐに地面から離れられるから 

（反発をすぐ受けられるから） 

○もっと高く・遠くにジャンプする

ためにはどうしたらいいかな？ 

・もっと強く飛ぶ 

・足を前に出す 

・腕を強く振る 

○めあてに挑戦してみよう 

○ジャンプの感覚と走りの感覚は

同じだった？ 

○走るときに地面に足をつ

ける時間は 0.1 秒ほどでと

ても短いことを示す。 

○はずむボールと空気が抜

けている 

○はずむ感覚を「ポンッポ

ンッ」や「空気が入ったボー

ル」「地面から跳ね返され

た」などの音や日常的なも

の・動作的な表現を示して

おく。 

○上方向ではなく,前方向

に進む感覚。 

○高さを分けたものを用意

し,自分にあった高さに挑

戦する。 

○テンポを手拍子やメトロ

ノームで提示。 

ホワイトボード 

iPad 

ミニハードル 

スティック 

マーカー 

地面から素早く反発を受けてはずむ走りにつなげよう 
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終 

末 

9 

 

 

・振り返り 

→走りがどう変わったか自分

の「感覚」と「実際の動き」

で見比べる 

 

○動画を撮って,足はすぐ地面から

離れているか,腕振りと脚のテンポ

は合っているか 1 時間目と比較し

よう 

○自分のはずむ感覚,腕振

りの感覚と動画での実際

の走りと見比べさせる。 

○前時「振り下ろす」動き

とのつながりを考える 

 

 

 

 

3.2.2 学習活動の特徴 

実践②では,結果（タイム）のみで学習が進むことを避け,動きの変化と生徒の「感じ」と「気づき」

を手がかりに学習が進むよう,比較・共有・言語化を軸に活動を構成した。 

具体的には，２時間目ではクラウチングスタートの構えに着目し，手足の位置関係や腰の高さ，目線

の向きなどを動画で見返し違いを捉えた。３時間目では「大きいスキップ」と「テンポの速いスキップ」

を行い，歩幅と回転（ピッチ）の違いを対比した。４時間目ではスタート後の局面に焦点を当て，１歩

目から５歩目前後の動きについて，自分と手本の動画を比較して「どこが違うか」を確かめた。５時間

目は振り下ろし（腿下げ）を扱い，足を下ろす速さや接地の強さなど，動きの質の違いが生じる点を比

較した。 

次に,共有の場面を授業内に意図的に設定した。比較で得た気づきを個人の中に留めず,ペアや班で

「どこが違ったか」「何が変わったか」を互いに伝え合う時間を取り入れ,視点が散らないようにした。

その際,「足（脚）の動き」「腕の振り」「姿勢」といった観点を共通の見取りの軸として扱い,班員の視

点を参照しながら自分の気づきを更新できるようにした。 

さらに,気づきを動きへとつなげるため,言語化を重視した。記述は「速かった／遅かった」といった

結果の表記に留めず,「どの局面で」「どの部位を」「どのように動かしたか」，加えて「そのとき体の中

でどんな感じがしたか」を本人の言葉で整理することを求めた。加えて，学習した動きを疾走へ適用す

る活動を位置付け，４時間目以降の短い疾走場面で，スキップ等で得た「感じ／気づき」が走動作にど

う表れるかを確かめられるようにした。 

 

3.2.3 ワークシートの内容と活用方法 

本研究では,ロイロノート上に毎時間のワークシートを用意し,生徒が授業内で得た「感じ」や「気づ

き」を整理できるようにした。ワークシートの基本構造は各時間で共通とし,主として①自己・他者およ

び前後の比較を通して動きの違いに気づくこと,②その気づきを自分の言葉で記述すること,の二点を中

心に構成した。各時間で目指す技能や学習課題が異なるため,比較の観点や記述の焦点（どこに注目して

書くか）は時間ごとに調整したが,記述の流れ自体は単元を通して揃えることで,生徒が「比べて気づき,

言葉にして次に生かす」学習過程を繰り返し経験できるように意図した。 

例えば 2 時間目では,クラウチングスタートの構えを撮影し,手本と自分の動きを見比べながら違いを

整理して記述させた。3時間目では,大きいスキップとテンポの速いスキップをそれぞれ撮影して比較し,

動きの違いとそこで生まれた「感じ」を書き出させた。4 時間目では,スタートの形とスタート後のピッ

チの動きがつながっているかを動画で確認し,前時までの学習を踏まえた気づきを記述させた。5 時間目
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も同様に,授業内での比較や試行を通して得た気づきをワークシートに整理させ,その際には加速局面で

扱った「脚の振り下ろし」と「ピッチ」の関係が自分の言葉でまとめられるよう,記述の焦点化を図った。 

加えて 6 時間目は,運動場での実施であり,7 時間目の測定に向けた準備の意味合いも持つことから,ス

タート・加速・中間疾走の各局面で得た「感じ」や「気づき」を整理して書き出せるワークシートを用意

した。授業後半に 50m 走を行い,実際の疾走の中で各局面の動きと運動感覚を確かめた上で記述させるこ

とで,単元で学んだ内容を局面全体の中に位置づけし直し,次時の測定につなげることをねらった。以下

に 1〜７時間目のワークシート を示す。 
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<ワークシート １〜７時間目> 

・１時間目, ７時間目 

 

 

・２時間目① 

 

. ������秒
7時間目の50m走１時間目の50m走

. ������秒

｢ 7時間目｣ 自分の走りを振り返ってみようխ①走るとき〇〇を意識して(考えながら)走ったխ②感想��
①��
②��

｢ １時間目｣ 自分の走りを振り返ってみようխ①走るとき〇〇を意識して(考えながら)走ったխ②感想��
①��
②��

比較して気づいた�
自分と選手の違いを�
書いていこう！

自分の｢ セット｣ の写真を貼ろう

例�:�お尻の高さ､ 足の位置�

1. �
2. �
3.
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・２時間目② 

 

 

・３時間目① 

 

バッチリフォームにするために�
意識したことやもらったアドバイス�

を書こう！

振り返り

バッチリフォームの

自分の写真

1回目の�
自分の写真

• ���
• ���
• ���
•

速いスキップをするために�
• 感じたこと(感覚)խ�
• 工夫したことխխխ�
• もらったアドバイス��

振り返り

前に進む�
速いスキップの動画

高い�
スキップの動画

• ����
• ����
•

大きい�
スキップの動画

テンポの速い�
スキップの動画

テンポの速いスキップ
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・４時間目① 

 

 

・４時間目② 

 

班

自分の�
5歩スタートの動画

クラウチングスタートからピッチの速い動きをして�խխ���1､ 難しかったこと��խխ→���
2､ 意識した動きխ(1歩目の時は～､ スタートした後は～)��խխ→����
3､ 動画を見比べて気づいたこと��խխ→��

振り返り
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・５時間目① 

 

 

・５時間目② 

 

班

前に早く進む�
スキップの動画(2時間目)

振り下ろし�
スキップの動画

大きいスキップの動画�
(2時間目)

振り下ろしを意識した�
大きいスキップの動画

足を素早く振り下ろす動きをしてみて�խխ���

振り返り

1､ 動画を見比べて気づいたこと､ 変わったこと��խխ・�խխ�խխ・����
2､ 意識・工夫したことխ(腕振り､ 脚の高さ､ 音�など)��խխ・��խխ・��
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・６時間目 

 

50m走のを走る時の様子
①�それぞれの局面でどういうところを意識して走りましたか？(自分が意識したところに吹き出しをかけるだけ書こう！)�
②意識していたところについて､ 自分がどのような感覚で走っていたかを言葉にしてみよう！

意識

①����
②��

加速したスピードを落とさないために

①����
②���

クラウチングスタート・スタートしてすぐ

①������
②��

ピッチを上げる時・加速局面

①����
②��

加速したスピードを落とさないために

①������
②��

ピッチを上げる時・加速局面

①����
②���

クラウチングスタート・スタートしてすぐխ
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3.3 実践②の結果 

3.3.1 疾走動作の変容  

男子においては preでは「腕振りの方向」「背中の湾曲・体幹の前傾」「脚の振り出し・振り戻し」の 3

項目で高得点に多く分布していた一方,その他の 5 項目では 2.0 点以下に分布する者が半数以上を占め

た。これに対し post では全項目で 2.0 点（最低でも身に付けてもらいたい動作）以上に分布し,とくに

「遊脚膝関節の屈曲」は 3.0 点に該当する者が多数を占めた。さらに post における 2.0 点以上（2.0／

2.5／3.0）の到達割合をみると,「肘の曲げ伸ばし」「背中の湾曲・体幹の前傾」「脚の振り出し・振り戻

し」「肘の引き出し」ではほぼ全員が 2.0 点以上に到達していたが,「接地の部位」は 63名中 39 名（61.9%）

にとどまった。 

 

女子では preにおいて「背中の湾曲・体幹の前傾」で高得点が見られたが,「肘の引き出し」「肘の曲げ

伸ばし」「脚の振り出し・振り戻し」「挟み込み動作のタイミング」「接地の部位」では 2.0 点に分布する

者が半数以上を占めた。postでは「脚の振り出し・振り戻し」を除く 7項目で 2.5 点以上が中心となり,

全体として得点分布の上方移動が確認された。加えて postにおける 2.0 点以上の到達割合をみると,「肘

の曲げ伸ばし」「背中の湾曲・体幹の前傾」「脚の振り出し・振り戻し」「肘の引き出し」ではほぼ全員が

到達していたが,「接地の部位」は 48 名中 11名（22.9%）にとどまった。 

 

全体としては, 「接地の部位」以外の項目について,post時点で 2.0 点以上に到達した者の割合が非常

に高く,ほぼ９割の生徒に確認された。具体的には,「肘の曲げ伸ばし」および「背中の湾曲・体幹の前傾」

は 110/111名（99.1%）,「脚の振り出し・振り戻し」も 110/111名（99.1%）が 2.0 点以上に到達してい

た。また,「肘の引き出し」も 109/111名（98.2%）であった。一方で,「接地の部位」は 50/111名（45.0%）

にとどまり,男子（61.9%）・女子（22.9%）ともに他項目と比べて 2.0 点以上への到達割合が低いことが確

認された。 

（表２）疾走動作の動作得点分布 

評価項⽬ 
評価

得点 

男⼦⽣徒 

pre(n=63) 

男⼦⽣徒

post(n=63) 

⼥⼦⽣徒 

pre(n=48) 

⼥⼦⽣徒 

Post(n=48) 

全体

pre(n=111) 

全体 

post(n=111) 

⼈数

(⼈) 

割合

(%) 

⼈数

(⼈) 

⼈数

(⼈) 

割合

(%) 

⼈数

(⼈) 

割合

(%) 

⼈数

(⼈) 

割合

(%) 

割合

(%) 

⼈数

(⼈) 

割合

(%) 

肘の 

引き出し 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

3 

15 

29 

10 

6 

4.8 

23.8 

46.0 

15.9 

9.5 

0 

1 

24 

12 

26 

0.0 

1.6 

38.1 

19.0 

41.3 

5 

12 

22 

6 

3 

10.4 

25.0 

45.8 

12.5 

6.2 

0 

1 

17 

13 

17 

0.0 

2.1 

35.4 

27.1 

35.4 

8 

27 

51 

16 

9 

7.2 

24.3 

45.9 

14.4 

8.1 

0 

2 

41 

25 

43 

0.0 

1.8 

36.9 

22.5 

38.7 

mean ± SD 2.01±0.50 2.50±0.47** 1.90±0.50 2.48±0.45** 1.96±0.50 2.49±0.46** 

肘の 

曲げ伸ばし 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

0 

7 

41 

10 

0.0 

11.1 

65.1 

15.9 

0 

0 

24 

13 

0.0 

0.0 

38.1 

20.6 

2 

2 

37 

5 

4.2 

4.2 

77.1 

10.4 

1 

0 

30 

11 

2.1 

0.0 

62.5 

22.9 

2 

9 

78 

15 

1.8 

8.1 

70.3 

13.5 

1 

0 

54 

24 

0.9 

0.0 

48.6 

21.6 
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3.0 5 7.9 26 41.3 2 4.2 6 12.5 7 6.3 32 28.8 

mean ± SD 2.10±0.37 2.52±0.45** 2.03±0.35 2.22±0.40** 2.07±0.36 2.39±0.45** 

腕振りの 

⽅向 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

8 

16 

31 

6 

2 

12.7 

25.4 

49.2 

9.5 

3.2 

1 

1 

22 

21 

18 

1.6 

1.6 

34.9 

33.3 

28.6 

13 

12 

21 

0 

2 

27.1 

25.0 

43.8 

0.0 

4.2 

1 

5 

21 

13 

8 

2.1 

10.4 

43.8 

27.1 

16.7 

21 

28 

52 

6 

4 

18.9 

25.2 

46.8 

5.4 

3.6 

2 

6 

43 

34 

26 

1.8 

5.4 

38.7 

30.6 

23.4 

mean ± SD 1.83±0.47 2.43±0.46** 1.65±0.50 2.23±0.48** 1.75±0.49 2.34±0.48** 

背中の湾曲 

・ 

体幹の前傾 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

20 

0 

32 

0 

11 

31.7 

0.0 

50.8 

0.0 

17.5 

0 

0 

32 

0 

31 

0.0 

0.0 

50.8 

0.0 

49.2 

15 

0 

21 

0 

12 

31.2 

0.0 

43.8 

0.0 

25.0 

1 

0 

19 

0 

28 

2.1 

0.0 

39.6 

0.0 

58.3 

35 

0 

53 

0 

23 

31.5 

0 

47.7 

0 

20.7 

1 

0 

51 

0 

59 

0.9 

0.0 

45.9 

0.0 

53.2 

mean ± SD 1.86±0.69 2.49±0.50** 1.94±0.76 2.56±0.54** 1.89±0.72 2.52±0.52** 

遊脚膝関節の屈

曲 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

3 

6 

42 

12 

0 

4.8 

9.5 

66.7 

19.0 

0.0 

2 

5 

37 

13 

6 

3.2 

7.9 

58.7 

20.6 

9.5 

5 

6 

31 

5 

1 

10.4 

12.5 

64.6 

10.4 

2.1 

2 

3 

30 

8 

5 

4.2 

6.2 

62.5 

16.7 

10.4 

8 

12 

73 

17 

1 

7.2 

10.8 

65.8 

15.3 

0.9 

4 

8 

67 

21 

11 

3.6 

7.2 

60.4 

18.9 

9.9 

mean ± SD 2.00±0.35 2.13±0.43** 1.91±0.42 2.11±0.44** 1.96±0.38 2.12±0.43** 

脚の振り出し 

・ 

脚の振り戻し 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

5 

5 

45 

6 

2 

7.9 

7.9 

71.4 

9.5 

3.2 

0 

1 

36 

20 

6 

0.0 

1.6 

57.1 

31.7 

9.5 

2 

6 

38 

2 

0 

4.2 

12.5 

79.2 

4.2 

0.0 

0 

0 

33 

12 

3 

0.0 

0.0 

68.8 

25.0 

6.2 

7 

11 

83 

8 

2 

6.3 

9.9 

74.8 

7.2 

1.8 

0 

1 

69 

32 

9 

0.0 

0.9 

62.2 

28.8 

8.1 

mean ± SD 1.96±0.39 2.25±0.35** 1.92±0.28 2.19±0.30** 1.94±0.35 2.22±0.33** 

挟み込み 

動作の 

タイミング 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

12 

11 

31 

7 

2 

19.0 

17.5 

49.2 

11.1 

3.2 

1 

4 

30 

12 

16 

1.6 

6.3 

47.6 

19.0 

25.4 

10 

11 

17 

7 

3 

20.8 

22.9 

35.4 

14.6 

6.2 

1 

3 

26 

7 

11 

2.1 

6.2 

54.2 

14.6 

22.9 

22 

22 

48 

14 

5 

19.8 

19.8 

43.2 

12.6 

4.5 

2 

7 

56 

19 

27 

1.8 

6.3 

50.5 

17.1 

24.3 

mean ± SD 1.81±0.51 2.30±0.50** 1.81±0.58 2.25±0.49** 1.81±0.54 2.28±0.49** 

接地の 

部位 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

15 

10 

15 

10 

13 

23.8 

15.9 

23.8 

15.9 

20.6 

19 

5 

15 

8 

16 

30.2 

7.9 

23.8 

12.7 

25.4 

33 

5 

4 

4 

2 

68.8 

10.4 

8.3 

8.3 

4.2 

35 

2 

5 

2 

4 

72.9 

4.2 

10.4 

4.2 

8.3 

48 

15 

19 

14 

15 

43.2 

13.5 

17.1 

12.6 

13.5 

54 

7 

20 

9 

21 

48.6 

6.3 

18.0 

8.1 

18.9 

mean ± SD 1.97±0.73 1.98±0.79 1.34±0.59 1.35±0.65 1.70±0.74 1.71±0.79 

*p<.05,**p<.01 (vs. pre) 
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3.3.2 形成的授業評価の推移 

表３は，実践②における形成的授業評価（「成果」「意欲・関心」「学び方」「協力」）の結果である。

推移をみると，単元を通して各観点の平均値は概ね 2.13〜2.91 の範囲にあり，全体として比較的高い

水準で推移していた。とりわけ「意欲・関心」は 2.72〜2.87 と全時間を通して安定して高く，「協力」

も 2.60〜2.91 と高い値を保っていたことから，生徒が授業活動に前向きに取り組み，仲間と関わりな

がら学習を進めていた様子がうかがえる。 

一方で，第 1 時は「成果」（2.13）および「学び方」（2.17）が他の時間と比べて低い値を示したが，

第 2時以降は両観点とも 2.59〜2.75（成果），2.63〜2.70（学び方）の範囲にあり, 比較的高い水準で

推移していた。特に第 7時は「成果」（2.75）と「学び方」（2.70）が単元内で高い値を示しており，学

習のまとめの局面において，学習内容の手応えや取り組みの実感が得られていた可能性がある。 

以上より，実践②における形成的授業評価は単元を通して概ね高水準で推移し，特に「意欲・関心」

と「協力」において安定した評価が得られていたことが明らかとなった。 

 

（表３）形成的授業評価の結果 

 

 

3.3.3 ワークシート記述の特徴 

本研究では,欠席者・見学者を除外した 110名を分析対象とし,ワークシート記述に基づく共起ネット

ワーク分析を行うため,結果の比較観点として２種類の群を設定した。１つ目は「動作得点（伸び）上位

群」であり,疾走動作得点について pre（1時間目）と post（7時間目）の差（post−pre）を算出し,その

伸びが大きい順に並べた上位 33%の 37名を抽出した。２つ目は「動作得点（伸び）下位群」であり,同様

の伸び量が大きい順に並べた下位 33%の 37名を抽出した。なお，「動作得点（伸び）上位群」と「動作

得点（伸び）下位群」における疾走タイムは, どちらの群も postで有意に速くなった（p<.01）。また，

上位群のタイムの伸びは 0.49±0.29 秒，下位群は 0.26±0.51 秒であり，上位群の伸びが有意に大きか

1時間⽬ 2時間⽬ 3時間⽬ 4時間⽬ 5時間⽬ 6時間⽬ 7時間⽬

協⼒ 2.60 2.91 2.86 2.87 2.80 2.81 2.70

学び⽅ 2.17 2.67 2.65 2.63 2.63 2.68 2.70

意欲・関⼼ 2.72 2.83 2.87 2.86 2.84 2.81 2.84

成果 2.13 2.72 2.59 2.66 2.68 2.66 2.75

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00
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った（p<.05）. 

 

3.3.3.1 動作得点（伸び）上位群のワークシート 記述の特徴 

共起ネットワーク（図１）では,「足」を中心に「上げる」「前」「速い」「高い」などが結びつき,身体

の使い方を具体化する語がまとまりとして確認された。加えて,「振る」を核とした「腕」「手」「大きい」

の結びつきが見られ,上肢動作を手がかりにした「気づき」が形成されていることが確認された。また,

「スキップ」「テンポ」「下ろす」等のまとまりも確認され,運動のリズムや接地に関わる身体活動を手が

かりとして「気づき」を促す記述が含まれていることが確認された。さらに,「選手」「スタート」「クラ

ウチングスタート」「難しい」「自分」等の結びつきも見られ,見本との比較を通した「感じ」（難しさ・違

い）と動作局面へ注意を向け直す「気づき」を基に,感覚的理解へと向かう記述が確認された。 

次に,特徴語の推移（表４）から 1 時間目と 7 時間目を比較すると,1 時間目は「走る」「遅い」「思う」

「頑張る」「意識」等が上位に位置し,走の結果や自己評価に近い「感じ」を表す語が中心であった。一

方,7 時間目では「爪先」「クラウチングスタート」「最初」「最後」「腕」「振る」「蹴る」「意識」等が上位

に位置し,動作の局面（最初・最後）と操作（爪先で接地する,腕を振る,地面を蹴る）を結びつけた語へ

移行していることが確認された。すなわち,当初は「遅い」といった全体的な「感じ」によって走を捉え

ていたのに対し,単元終盤には「どの局面で,どのように動かすか」という焦点化された「気づき」が増加

し,その気づきが身体の使い方として言語化されている点が確認された。 

さらに,時間別の特徴語をみると,2 時間目には「尻」「上げる」「位置」「距離」「目線」「手」「足」等が

上位に現れ,構えにおける身体配置への「気づき」が形成されていることが確認された。3時間目には「ス

キップ」「テンポ」「大きい」「速い」「振る」等が現れ,リズムやピッチに関わる「感じ」と,それを調整す

るための「気づき」から感覚的理解に向かおうとする記述が確認された。4 時間目では「選手」「スター

ト」「難しい」「意識」等が目立ち,比較によって生じた「感じ」（難しい・違う）とスタート局面の改善点

へ注意を向ける「気づき」を基に感覚的理解へと向かう記述が確認された。5時間目では「下ろす」「音」

「出す」「高い」等が現れ,接地の強さやタイミングを「音」などの身体感覚を手がかりに捉える記述が確

認された。6時間目には「最初」「後ろ」「加速」「感覚」等が現れ,局面に関する語と身体感覚語が同時に

現れる点から,身体活動を手がかりとして気づきを整理し,走動作へ接続しようとする記述が確認された。

7 時間目では「爪先」「最初」「最後」「腕」「振る」等がまとまり,局面と操作が結びついた記述として確

認された。 
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（図１）共起ネットワーク：動作得点（伸び）上位群 

 

 

3.3.3.2 動作得点（伸び）下位群のワークシート記述の特徴 

 共起ネットワーク（図２）では，「足」を中心に「前」「速い」「意識」等が結びつくまとまりが確認さ

れた一方で，「走る」を核とした「タイム」「遅い」「思う」「次」等のまとまりも確認され，走の結果や自

己評価を表す語が独立して残る傾向が確認された。また，「振る」を核とする「大きい」「スキップ」等の

まとまりや，「下ろす」「音」「出す」「高い」等のまとまりも確認され，運動のリズムや接地の強さを身体

活動（音・振り下ろし等）の手がかりとして捉え直そうとする「気づき」を含む記述が確認された。加え

て，「選手」「難しい」「自分」「スタート」等の結びつきが確認され，見本との比較により生じた「感じ」

（難しさ）と動作局面へ注意を向け直す「気づき」をもとに,感覚的理解へと向かう記述が含まれている

ことが確認された。 

次に，特徴語の推移（表５）から 1 時間目と 7 時間目を比較すると，1 時間目は「走る」「遅い」「次」

「タイム」「走れる」等が上位に位置し，走の結果や自己評価を表す語が中心であった。7時間目では「最

初」「クラウチングスタート」「スタート」「爪先」「尻」「意識」等が上位に現れ，局面（最初）と操作（爪

先で接地する等）に関する語が増加していることが確認された。しかし同時に，7 時間目においても「タ

イム」「遅い」「思う」が上位に位置しており，「どの局面で，どのように動かすか」という焦点化された

「気づき」へ移行しつつも，結果に基づく記述が併存している点が確認された。すなわち，下位群では

「感じ」と「気づき」をもとに感覚的理解へと向かう変化が見られる一方で，単元の終盤でも「タイム・

遅い・思う」など結果や自己評価に関する言葉が比較的多く残っていた事が確認された。 

さらに，時間別の特徴語をみると，2 時間目には「尻」「顔」「幅」「上げる」「目線」「位置」「距離」等
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が上位に現れ，クラウチングスタートの構えにおける身体配置への「気づき」が確認された。3時間目に

は「スキップ」「テンポ」「大きい」「振る」「小さい」「ジャンプ」等が現れ，リズムやピッチに関わる「感

じ」と，動きの大きさ・速さを調整しようとする「気づき」をもとに感覚的理解へと向かう記述が確認さ

れた。4 時間目では「難しい」「選手」「スタート」「自分」「意識」等が上位に現れ，比較による「感じ」

（難しい）とスタート局面の改善点へ注意を向ける「気づき」をもとに感覚的理解へと向かう記述が確認

された。5 時間目では「音」「高い」「下ろす」「強い」「蹴る」「腕」等が上位に現れ，接地の強さやタイ

ミングを「音」等の身体活動を手がかりとして捉える記述が確認された。6 時間目①では「体重」「前」

「見る」「向く」「目線」「姿勢」「転ける」等が上位に現れ，姿勢や重心移動に関する「気づき」が確認さ

れた。6 時間目②では「回転」「感覚」「加速」「下ろす」等が現れ，動作の回転や加速を身体感覚と結び

つけて捉え直そうとする記述が確認された。6時間目③では「反発」「かかと」「曲げる」「ジャンプ」「大

股」「膝」等が上位に現れ，接地部位や跳躍感に関する語が多く，動きのイメージを多面的に捉えようと

する「気づき」が確認された。7 時間目では「最初」「爪先」「尻」「意識」等が現れ，局面に関する語と

操作に関する語が一定程度まとまりとして確認された。 

 

（図２）共起ネットワーク：動作得点（伸び）下位群 

 

 

3.3.3.3  抽出児における記述の推移 

 本節では動作得点の伸び上位群に属しかつ postの50m走タイムが上位層に属する生徒を抽出して検討

する。該当生徒は 9 名であったがそのうち 1〜7 時間目のワークシート記述が全て揃っている生徒は 3名
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であった。そこで本研究ではこの 3名を抽出児として取り上げ単元を通した記述の変化を整理した。 

抽出児の記述は単元前半では「尻」「腰」「目線」「足の幅」など身体の部位や姿勢に関わる語が中心で

あり走動作に対する気づきが身体活動を手がかりとして言語化されている様相が確認された。とりわけ 2

時間目には構えの比較を通して「手と足の距離」「尻を上げる」「目線」などがまとまりとして現れ,クラ

ウチングスタート局面における体の部位の位置関係を手がかりに, 動作を捉え直す感覚的理解へと向か

う記述が見られた。 

3 時間目には大きいスキップとテンポの速いスキップの比較により「テンポ」「速い」「回転」「足」な

ど動作のリズムや回転に関わる語が現れ,足の動かし方を相対化しながら記述する傾向が確認された。こ

こでは「難しい」といった評価を表す語が見られるが,それが「回転」「足」といった体の部位に関わる具

体語と結びついて記述されており, 動作を伴う気づきが, 体の部位の使い方の違いとして整理されつつ

ある特徴が見られた。 

4時間目には手本映像との比較を通して「最初」「スタート」「クラウチングスタート」等の局面に関す

る語が現れ, さらに「足を速く動かす」「体を上げない」「下を向く」など局面に応じた操作が記述される

ようになった。この段階で抽出児は,走のどの局面を対象としているかを明確にしながら, 体の動かし方

を手がかりに気づきを捉え直し, 動作の改善点を具体化する感覚的理解へと向かう様子が確認された。 

5 時間目には振り下ろしに焦点を当てた活動を通して「下ろす」「音」「出す」などの語が出現し, 足の

振り下ろし動作を足音や接地の感覚と結びつけて表現する記述が見られた。これは単に「速く走る」とい

った結果の表現にとどまらず, 足という部位の操作を, 気づき手がかりに具体化し, 動作の捉え直しと

しての感覚的理解へ向かう記述として整理できる。 

6 時間目では, ①②③の構成に対応して前半で構えや重心に関する語, 続いて回転や爪先に関する語, 

さらに腕振りや跳躍に関する語が現れ, 単元で扱った観点が段階的に回収されていることが確認された。

7時間目には走の遂行場面において「爪先」「腕」「前」「加速」「維持」などの語が現れ, 局面と操作を関

連づけて記述する傾向が見られた。 

また抽出児の記述には「意識」という語が継続的に現れていたが, その用いられ方は抽象的な掛け声

にとどまらず「足」「腕」「爪先」「回転」「下ろす」等の具体語と結びついて用いられている点が特徴であ

った。すなわち, 足音や接地の手応えといった身体活動を手がかりに動きの気づきを得て, その気づき

が局面と身体の操作に結びつくことで感覚的理解へと向かっていく。そのような記述が確認された。 

なお抽出児は上位群内の事例であるため, これらの特徴が上位群全体の傾向として整理できるかある

いは上位群の中でも顕著な特徴であるかについては, 動作得点の伸び上位群および下位群の結果と照合

を行い, 次節以降で整理する。 
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第 4章 考察 

4.1 感覚的理解と技能形成の関連 

本節では，第 3章で抽出児の記述推移として整理した内容を参照しつつ，その特徴が動作得点（伸び）

上位群全体の傾向として整理できるのか，あるいは上位群の中でも顕著な事例にとどまるのかを判断す

るために，動作得点（伸び）上位群・下位群のワークシート記述の特徴（3.3.3.1，3.3.3.2）との照合を

行う。すなわち，抽出児の記述で確認された「感じ」から「気づき」への焦点化，および「感覚的理解」

へと向かう言語化の在り方を，群の結果と突き合わせながら，感覚的理解と技能形成（動作得点の向上）

との関連を検討する。 

動作得点（伸び）上位群では,共起ネットワーク（図１）において「足」を中心に「上げる」「前」「速

い」「高い」等が結びつき, 身体部位の使い方を具体化する語がまとまりとして確認された。また,「振

る」を核とする「腕」「手」「大きい」の結びつきや,「スキップ」「テンポ」「下ろす」等のまとまりが確

認され, 身体活動を手がかりに生じた「感じ」が, 局面・操作・身体部位へ焦点化された「気づき」とし

て整理されていく様子がうかがえた。特徴語の推移（表４）からも, 1 時間目に上位であった結果や評価

に近い語が, 7 時間目には「爪先」「最初／最後」「腕」「振る」「蹴る」等の局面に関する語や操作に関す

る語へと移行していた。これらのことから, 動作得点の伸び上位群では,単元初期の漠然とした「感じ」

（遅い・頑張る等）を起点としつつ, 比較や反復を通して走動作を「どの局面で,どのように動かすか」

という観点へ絞り込み, 局面に関する語・操作に関する語として言語化する方向へ推移したと考えられ

る。特に, 終盤に「爪先」「腕」「蹴る」などの操作に関する語が安定して用いられたことは, 注意の向け

先が身体部位や操作へ具体化され, 走動作の改善に向けた判断の軸が形成されていった可能性が示唆さ

れる。また,5 時間目以降に見られる「足音（接地音）」「ドン（っと）」等の語は,接地の強さやタイミン

グを身体感覚を手がかりに動作を捉え直す表現として, 気づきの焦点化を支える要素と考えられた。こ

のように, 上位群では学習者の「感じ」を起点としながら, 身体活動を手がかりとして「気づき」を促

し, その気づきを走動作へ結びつけていく過程が, 感覚的理解として表れたものと推察される。 

 

一方,動作得点（伸び）下位群では,共起ネットワーク（図２）および特徴語の推移（表５）において,

単元を通して局面に関する語や操作に関する語が出現する変化は見られるものの,終盤においても結果

に関わる語や評価を表す語が上位に位置する特徴が確認された。このことは, 動作得点の伸び下位群で

は，単元初期の全体的な「感じ」（遅い・タイム等）から，単元を通して比較や反復を手がかりに「気づ

き」を形成し，局面に関する語（最初）や操作に関する語（爪先，スタート等）へと焦点化していること

を示唆するものである。しかし，単元終盤において「タイム」「遅い」「思う」といった結果に関わる語が

上位に位置しており，「感じ」と「気づき」をもとに感覚的理解へと向かう過程の中で，結果や評価を気

にする様子が見られ, 自身の走りに対する感覚的理解が浅くなっていると思われる。 

 

このように,ワークシートにおける「感じ→気づき→感覚的理解」の推移の在り方に動作得点（伸び）

上位群と下位群間で違いが見られることから, この推移の在り方の違いが技能形成（動作得点の向上）

の違いを生み出す一つの要因と考えられる。 
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4.2 実践②から見た授業設計上の示唆  

本実践の授業設計は，「比較・共有・言語化」を核として構成した。本節では，各時間での「比較・共

有・言語化」の学習活動がどのように「気づき」を生み，それが感覚的理解に向かう言語化へどのように

接続したのかを，結果の傾向と対応づけて整理する。 

 

 比較を用いることは，生徒に走動作に関する「気づき」を引き起こし，注意の向け先を具体化する契

機として機能したと考えられる。とりわけ，2 時間目のクラウチングスタートの構えの比較では，「尻（腰）」

「目線」「手と足の距離」「足幅」等，スタート局面における身体部位や身体配置に関する語が多く現れ

（⒊⒊⒊1，表４），身体活動を手がかりとした「感じ」が，比較を通して身体部位や位置関係への「気づ

き」として言語化される様子が確認された。加えて, この時間では, 互いの構えを見合いながら観点（尻・

目線・幅など）を共有し, その観点に沿って記述する授業設計が, 気づきの焦点を学級内で揃える働き

を担ったと考えられる。ここで生じた気づきは，単に「うまくいかない」といった漠然とした捉えにとど

まらず，「どこをどう整えるか」という動作の対象を意識的に限定することになり，以後の学習活動にお

ける動作改善の手がかりとなった。すなわち, 感覚的理解へ向かう基盤として位置づけられた。 

 

 3 時間目の「大きいスキップ」と「テンポの速いスキップ」の比較は，リズムやピッチに関わる「感

じ」を，動作の調整に関する「気づき」へと転換させる活動として整理できる。上位群では「テンポ」「速

い」「回転」「足」「振る」等がまとまり（図 1），自他の動きの違いを手がかりに，「足をどの程度上げ，

どの速さで入れ替えるか」「腕振りをどのように合わせるか」といった操作へ注意が向けられていた。こ

こでは, 比較で得た捉えをペアや班員同士で共有し, 他者の表現（テンポ・回転・腕振り）に触れること

で, 自身の「感じ」が操作に関する語へと置き換えられていく過程が生じやすかったと考えられる。すな

わち，比較は「速い／難しい」といった「感じ」を生むだけでなく，その「感じ」を具体語（テンポ・回

転・腕振り等）と結びつけ, さらに共有を介して焦点を揃えることで, 気づきの焦点化を促したと捉え

られる。 

 

 4時間目の 5歩スタートの活動および手本映像との比較は，走動作のうち「スタート」に焦点を当て，

局面に応じた身体操作へ注意を向けさせる役割を果たしたと考えられる。上位群の共起ネットワークで

は「選手」「スタート」「クラウチングスタート」「難しい」「自分」等が関連して出現し（図 1），見本と

の差異として挙げた「感じ」（難しい・違う）を手がかりに，「体を上げない」「下を向く」「足を速く動か

す」等の「気づき」へ移行する傾向が確認された。ここでは, 手本と自分の違いを言葉で共有することで, 

「難しい」という評価を表す語が, 「スタートで何をどうするか」という局面に関する語・操作に関する

語へと整理されやすくなったと考えられる。すなわち, 「比較」が「感じ」を生み，それを共有によって

観点化し, 「言語化」によって局面に関する語や操作に関する語としてより細かく具体化されることで，

感覚的理解へ向かう注意の方向づけが促されたと考えられる。 

 

 5 時間目の振り下ろしに焦点化した活動は ，身体感覚を手がかりとして「気づき」を促す点に特徴

がある。上位群では「下ろす」「足音（接地音）」「出す」等がまとまり（図 1），接地の強さやタイミング

を「音」と結びつけて捉え直す記述が確認された。ここでの比較は, 大きいスキップと振り下ろしの動き
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の違い（跳ぶ高さ, 進み方, 接地の仕方）の対比し, その違いを「音（ドン, 足音）」という身体感覚の

手がかりで捉え分けることとして位置づけられる。また共有は, 音の大きさや鳴り方, 接地の感覚とい

った手がかりを互いに言葉で確かめ合い, 「どのように接地した時に音が出たか」を学級内で共有する

働きを担ったと考えられる。これは，身体活動の結果として生じた主観的な「感じ」を，身体感覚（音）

という手がかりにより再び操作へ接続し直す営みであり，注意の向け先の焦点化を支える要素として位

置づく。すなわち，操作の良し悪しを外形的に判断するだけではなく，「どのように接地したか」を感覚

として把握し，その把握をもとに動作を更新する道筋が，ワークシート 上の言語化を通し「感覚的理解」

として可視化されたといえる。 

 

 6 時間目では, 以上の学習活動で生じた気づきを局面（最初・加速・維持）に沿って段階的に回収し，

走の遂行へ統合する構成であった。上位群では，単元初期の漠然とした「感じ」（遅い・頑張る等）から，

反復や比較を通して「どの局面で，どのように動かすか」という具体的な「気づき」へと焦点が移り，終

盤には「爪先」「腕」「蹴る」等の操作に関する語が安定して用いられる傾向が確認された（⒊⒊⒊1，表

4）。この点から，2〜6 時間目に配置した比較課題と，そこで得られた捉えを共有し, 言語化によって次

の試行に接続する手続きは，「感じ」を起点として「気づき」を具体化し，その「気づき」を走動作の改

善へと結びつけていく「感覚的理解」の形成を支えたと考えられる。 

 

 一方で，下位群では終盤にも結果に関わる語や評価を表す語が併存する傾向が確認され（⒊⒊⒊2，

表 5），授業設計の枠組みが同様であっても，言語化が「気づき」の具体化（局面・操作・身体部位・身

体感覚との結びつき）まで十分に到達しない場合があることが示唆された。したがって, 言語化を支え

る足場かけ（ワークシート の欄設計, 記述例の提示等）のあり方については, 次節で整理する。 

 

 

4.3 短距離走授業における「感覚をもとに動作を改善する学び」の可能性 

本実践の結果から，走動作の改善に向かう学びは，単に「速く走る」ことを目標とするのではなく，身

体活動を手がかりに生じた「感じ」を起点として，局面・操作・身体部位／身体感覚へ注意を向け直す「気

づき」を形成し，その気づきが走動作の改善へ接続していく「感覚的理解」を形成する過程が重要である

ことがわかった。しかし, 同一の授業枠組みであっても，「感じ」から「気づき」への焦点化の程度に差

が生じ得ることから，本実践の示唆を教育実践へ落とし込む際には，言語化の焦点を支える工夫が求め

られる。 

 

短距離走授業における「感覚をもとに動作を改善する学び」を成立させるためには，生徒が抱く「感じ」

を広く受容し，その「感じ」を動作改善に有効な「気づき」へ変換しやすくする足場かけが必要である。

具体的には，ワークシートの自由記述の利点（多様な気づきを記述する場）を保ちながらも，結果に関わ

る語・評価を表す語に留まりやすい生徒に対しては，「局面」と「操作」を最低限押さえる枠を設けるこ

とが有効である。例えば，記述欄を「局面（最初・途中〔加速〕・最後〔維持〕）」と「どこを（身体部位）・

どうする（操作）」の二点に絞り，合わせて「身体感覚（例：接地音，重さ，前に出る感じ，反発）」を一

語でも添える形にすることで，結果の評価を「最後に一言」へ位置づけ直しやすくなる。これにより，「遅
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い」「タイム」といった結果中心の記述を排除するのではなく，記述の順序と焦点を整えながら，「感じ→

気づき→感覚的理解」へ向かう言語化の流れを支えることができる。 

 

また，授業内の「共有」は，単なる発表の場ではなく，「感じ」を「気づき」へと転換する場として機

能し得る。共有場面で「それは最初・途中・最後のどこか」「どこ（身体部位）をどう動かしたか」「何を

手がかりにそう思ったか（音・重さ・前のめり感・反発など）」といった問い返しを定型化することで，

学級全体に「気づきの言葉」が蓄積されやすくなる。こうした言語環境の形成は，「気づき」の焦点化を

支え，最終的に動作の改善へ接続する「感覚的理解」の成立を後押しするものとして位置づけられる。 

 

以上より，本実践は，身体活動を手がかりに生じた「感じ」を出発点に，比較・共有・言語化を通して

「気づき」を具体化し，「感覚的理解」により走動作の改善へ結びつけていく学びの可能性を示したもの

と言えよう。 
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第 5 章  結論 

5.1 本研究の結論 

本研究の目的は, 短距離走授業において, 生徒の「感じ」を起点とした「気づき」がどのように形成さ

れ, それが走動作の変容, すなわち技能形成へどのように接続するのかを明らかにすることであった。

技能形成は, 疾走動作の観察的評価に基づく動作得点の向上を中心に捉えた。 

まず, 疾走動作の量的結果として, 動作得点は男子・女子・全体のいずれにおいても, 概ね向上が認

められた。一方で, 「接地の部位」のみは pre-postで有意な伸びが認められなかった。したがって, 本

実践を通して走動作の多くの観点は改善へ向かったが,「接地の部位」に関しては,本単元では改善が表

れにくい項目であった。 

次に, ワークシート記述の質的結果として, 動作得点の伸び上位群では, 単元初期に見られた漠然と

した「感じ」から, 比較・反復を通して局面や操作, 身体部位, 身体感覚へ注意が向け直される「気づ

き」へと焦点が移行し, 終盤には操作に関する語が安定して用いられる傾向が確認された。さらに, 5 時

間目以降に見られた接地音等に関する記述は, 身体感覚を手がかりに動作を捉え直し, 改善へ接続しよ

うとする言語化として確認された。これらの変化は, 身体活動を手がかりに生じた「感じ」が, 局面・操

作・身体部位／身体感覚に関する「気づき」へと転換され, その気づきが走動作の改善へ接続していく過

程が, 「感覚的理解」として可視化されたことを示す。 

一方, 動作得点の伸び下位群でも局面に関する語や操作に関する語への焦点化は見られたが, 単元終

盤においても結果に関わる語・評価を表す語が併存する傾向が確認された。このことから, 本実践の枠

組みが同一であっても, 「感じ」から「気づき」への焦点化の程度には差が生じ得ることが示された。以

上より, 本研究は, 短距離走授業における技能形成を, 動作得点の向上として捉えつつ, その背景にあ

る言語化の変化を手がかりに, 「感じ」「気づき」「感覚的理解」の連なりとして整理できることを示し

た。 

 

5.2 今後の課題 

本研究には, 今後の改善と発展のために整理すべき課題がある。 

第一に, 動作得点の改善が成立しにくい観点への対応である。本研究では「接地の部位」において有意

な伸びが認められなかった。接地に関する技能は, 視覚的な確認だけでは捉えにくい側面を含むため, 

授業内で扱う手がかりの提示方法や, 身体感覚としての捉えを言語化へ接続する支援の在り方について, 

検討が必要である。 

第二に, 言語化の焦点化を支える手立ての精緻化である。下位群では，ワークシートに「気づき」が記

されていても，その内容が局面・操作・身体部位／身体感覚と結びついた具体的な記述まで十分に深まら

ない場合がある。自由記述の利点を維持しつつ, 授業内で生徒の「気づき」を結びつけるためのワークシ

ートでの問い方をさらに具体化し, 学習者間の差を縮減する方策を検討する必要がある。 

第三に, データの扱いと解釈上の限界である。本研究の動作得点は 8 項目の合計として伸びを扱って

おり, 個別に観点の変容過程を十分に追跡できない。また, 共起ネットワークおよび特徴語によるテキ

スト分析は, 記述に現れた語の傾向を把握する上で有効である一方, 語の出現が必ずしも実際の技能遂

行の質を直接保証するものではない。今後は, 観点別の変化や, 個人内の推移をより細かく追える分析

枠組みを加えたり, ワークシート への記述項目を工夫したりすることで, 「感じ」から「気づき」, 「感
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覚的理解」を経て技能形成へ至る過程を, より確かな根拠で説明できるようにする必要がある。 

以上の課題を踏まえ, 短距離走授業における「感覚をもとに動作を改善する学び」を, より多様な学

習者に対して成立させるための授業設計と評価の在り方を, 継続して検討していくことが求められる。 
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